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モーリス・ドニと日本　　松方幸次郎とレオンス・ベネディット
国立西洋美術館所蔵　松方コレクションのドニ作品購入経緯に関する資料紹介
杉山菜穂子
現在、国立西洋美術館に所蔵されるモーリス・ドニの作品中、油彩17点、素
描18点、計35点の松方コレクションの作II，ll　lは、画家が存命中の1920年代
初頭に松方幸次郎により購人された後フランスに留まり、1959年の寄贈返還
により所蔵されることとなったものである。これらの作品の制作年代はドニの
画業の後半の1910年から1920年代初めに集中しており、ナビ派としての革
新的な芸術活動を経て、再び古典的な様式や宗教的な主題に関心を向けた
後のもので、特に1921年からのアルジェリア・イタリア旅行を主題に描かれた
作品が多数含まれている。松方がこれらのドニの絵画を収集したのは、
1921年4月から翌年2月までの彼の4度目のヨーロッパ訪問中であると考えら
れる・L）が、その購入経緯詳細はこれまで明らかにされてこなかった。本論考
では、松方が収集したドニの作品r3の大部分を含む国立西洋美術館の所蔵
作品の購人経緯に関して、フランスでの美術品収集の相談役となったレオン
ス・ベネディットとモーリス・ドニ、そして松方幸次郎との問で1910年～20年代
に交わされた書簡資料を紹介し、その調査結果を報告したい。
　なお紹介資料のうち、ベネディットからドニ宛の未刊行書簡は、サン・ジェ
ルマン・アン・レーのモーリス・ドニ美術館に保管されており、モーリス・ドニの
遺族であるクレール・ドニ氏の許可のもと調査を行った。またべネディット宛・・II：
簡及び手書きメモ等は、ルーヴル美術館に保管されるレオンス・ベネディット
のアーカイヴにおいて閲覧した。
松方幸次郎のフランスでの作品収集の助言者としてコレクション形成に影響
を与えたレオンス・ベネディットは、1886年からリュクサンブール美術館に勤務
し1895年に同館長に就任、フランス国内での多数の展覧会監修のほか、ヴ
ェネツィア・ビエンナーレ審査委員長を務めるなど海外へのフランス美術の普
及活動も行う同時に、1917年にはロダン※術館開館に際して初代学芸員と
なりその基礎を築いた人物である．4．。このべネディットとドニが出会った時期
について、ドニの『日記5』に言及はないものの、1907年1月14日の時点で
は既に1人の問に書簡のやり取りがあったようであるf；　．また1909年には、
ベネディットが執筆中の『19’llt一紀絵画の傑作について7』においてドニの作lllll
《プシュケの誘拐》Sを掲載し、紹介する際、個人的に書簡で画家にそれを
伝えている（資料1）。さらに1920年代、既にロダン美術館館長に就任してい
たべネディットは、リュクサンブール美術館においても収集作品の選択、購
入に関し影響力を持つ立場で画家ドニと接していた。ドニへの制作依頼を
試みる書簡のやり取りからは、ベネディットが画家の選定に直接携わりその
決定権を持っていたこと、またそれをドニも認識していたであろうことが伺え
る（資料2、3）。また1921年には松方の作品購入の仲介と1司時に、リュクサ
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ンブール美術館での素描購人についても具体的金額を挙げて言及している
（資料11）。このように当時の「現代美術」を扱う美術館の館長として、ベネ
ディットは、同時代の芸術家達を紹介、あるいはその作品収集活動をする際
に既にドニとも直接の接点を持っており、このことが松方にドニを紹介し、そ
の作品購入を促した遠因となったと言える。
　1916年以降31111のヨーロッパ訪問で膨大な数の美術品を購入した松方と、
このべネディットの交際は、1917年頃から画商のエドマンド・ディヴィス及び画
家フランク・ブラングィンという二人の英国人の仲介によって始まっていたとさ
れる9‘。ベネディットに信頼を寄せた松方が1918年8月には彼にロダンの作品
購入に関してIE式に依頼し、その後はロダン作品の鋳造発注だけでなくそ
の他多数の絵画の収集全てを任せていた｜°　，：k術館館長の立場と人脈を
最大限に利用して推し進められた大々的な収集活動のうち、モー一・一リス・ドニ
の作品購人計画は、1920年から既に松方とべネディットの間で書簡を通じて
始まっていた．この年の秋、ベネディットがドニから作品購入の約束を取り付
けたことに対し、松方は2通の手紙で重ねて喜びを伝えている（資料6、7）。
このうち1通の書簡からは、このII寺松方がモーリス・ドニという画家の存在を
聞いて知り、好意的に捉えていた11であろうこと、そしてこの画家の作品が
極東の日本でフランス美術を紹介するという日的にふさわしいものであると考
えていたことが伺える（資料7），，さらに1921年フランス滞在時には、ベネディ
ットの提案に従い松方自身もモーリス・ドニとlll〔接面会しようと試みている、
松方が画家とll↓1：接会って作品購入をすることを好んだことは既に知られてい
るIL）‘が、この希望を汲んだベネディットの計らいであろう。実際に直接面識
があったのかは未だ確実なものとはならない1：1が、書簡からは少なくとも松
方がドニとの而会を望み、1921年6月のパリ滞在時には実際にドニが住むサ
ン・ジェルマン・アン・レーにまで出向いて作品を見る計画があり、ベネディット
がその仲介役を果たそうとしていたことがわかる（資料8、9、10）［fig．1］。
　このようなべネディットの仲介なしには、一人のU本人コレクターがドニの
アトリエを訪れそこで直接作品を購入することはそれほど容易なことではな
かったであろう11’：。当時ドニは作品の大部分を白分の手元に置かずパリの
画商ウージェーヌ・ドリュエの所に預けており、そこがドニの作，1，llと美術館や
美術愛好家、収集家とを結ぶlll継点となっていた，ドリュエはロダン彫刻の
作品写真家としての仕事と同時に、画廊を開いて1司時代の芸術家の展覧会
を行い、またn作の作品写真アルバムを利川して絵画を売買するなど幅広
　　　　　　　　　　　い活動を行ったI」｝，このドリュエ画廊においてドニ
は、1三にイタリア旅行の主題を扱った作品による
1904年の最初の個展161に続き何度も個展やグルー
プ展に出品し17、同時代画家達やパトロン達と出
会う機会も得た。またドリュエもドニ邸をしばしば訪
れ、そこでドニの芸術家仲間や、音楽界、財政界
の要人達と出会ったようである18。ベネディットは、
1913年にゲントの万国博覧会〕9・に出品されたドニ
の《9Hの夕べ》L’｛］（1911年、ナント美術館）［丘g．2コ
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を見た際、リュクサンブール美術館での購入の可能性に言及する壬紙をド
ニに書き、ドニはその返答として当時絵を所有していたドリュエ画廊を紹介
している（資料4、5）．このやり取りを通じてベネディットはドリュエ画廊との
接触を始め、1920年代初めには、ジョルジュ・ベルネーム、デュラン・リュエル、
ジョルジュ・プティなどと並んでこのドリュエ画廊が主要な購入先候補となって
いた、，1921年6月末には、ベネディットが松方のために、実際にベルネーム
画廊で1点作品を購入しL’1、このドリュエ画廊では4点のモーリス・ドニの作
品を確保していたようである（資料9）。1921年11月から12月にかけてのドリ
ュエ画廊でのドニの個展には、おそらくここで確保した4点を含むドニの作品
が、「松方氏所蔵」として9点出品されていた・L’L）．が、これは21年11月1111に
ベネディットがドニに宛てた書簡の中で、カタログに所蔵者として松方の名前
を人れる手配をしていたからであるL’31。ここから、「東京の美術館」のため
の計35点の作品購入は、松方が渡仏lliの1921年6月から11Hのドニの個展
オープン直前にかけての時期に行われたと推測できる（資料11）．
　購入後、個展での展示を終えて、ドニの希望に従ってドリュエにより写真
撮影された作品2⊥．はロダン美術館へと運ばれた（資料12）際、12月131｛付
で「ロダン美術館に運ばれた、松方幸次郎氏所蔵の絵画作品目録」として、
ドニ以外にもアルベール・マルケ、ポール・ゴーガンなど、合計で絵｜ilii29点、
素描20点の作品が記録されているL’「）．（資料13）。ドニの作品は「ドリュエ夫
人から購入した絵画」と「モーリス・ドニから購入した絵画」の2項目に分類さ
れL’tS、ドリュエから購入した作品は、《水浴》《シエナの聖カテリーナ》27
［fig．3］《サン・ドメニコ聖堂、シエナ》2ts《ヴィラ・メディチの噴水》L“y《トンケデ
ックのテラス》《行列》《黒い岩礁》：“）《字を書く少年》《ラ・クラルテの教会》
《紫陽花》《ロスマパモン》《若い母》の12点、いずれも現在国、‘㌧西洋美術館
に所蔵されるものである。さらに、ドニから直接購入した油彩5点と素描20点
については、1921年12月27日付の差Ill人なしのべネディット宛ii｝：簡の中の
記載から、購入価格が明らかになった（資料15）。「松方氏が購入し、ロダ
ン美術館に預けた作品」として、ドニ以外の作品を含む価格リストの後、合
計金額として136000フランの請求が記されている。この価格のうち、ドニの
作r’niiではブルターニュで余暇を過ごす家族の様子を描いた1914年の《おや
つ》：ll［fig．4］が10000フランで最も高額、《エル・ケーテルの墓地》、《ローマ、
㍗
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サン・ロレンッォ聖堂の回廊》、《コンスタンティーヌ、アルジェリア》の3点は各
8000フランで購入されている。シエナの《クァトロ・トルリ城、シエナ》もまた
1921年に描かれ同年ドリュエ画廊の展覧会に出品321、1924年にはドニの大
規模な回顧展にも出品されており、こちらは5000フランで購入された。また
素描については、まとめて20点が20000フランで購i入されたことが明らかにな
った：1㌔これらは他の画家の作品とあわせて136000フランでベネディットの
立替により購入され、ロンドンでの松方の銀行日座の代理である鈴木商店が
支払いを行った様子が記されている（資料16），
　これら一連の書簡のやりとりから、ドニ作品の購入取引が1921年6月の松
方訪仏時から11月のドリュエ画廊でのドニ展までの間に行われ、所蔵者の
名前を明記した上で展覧会に出品されたこと、またこの展覧会終了後作品
がロダン美術館に．運ばれドリュエからベネディットに引き渡されたことが明ら
かになった。松方は1918年の時点で、第一汐d堺大戦が終結するまでは美
術品を無償でオテル・ビロンに保管するよう要求をしていたが、休戦後も、コ
レクションが未完であることと移動の困難さによりロダン美術館で保管するこ
ととなり：”1、1959年の日本政府への作品返還実現までここに留まることとな
った1：15、こうしてベネディットは計らずもこの後数年問、フランス美術の普及
という自身の日的と使命のためにこれらのコレクションを利用する機会を得
た。松万購人のドニ作品は、先に挙げた通り1921年のドリュエ両廊におけ
るドニの展覧会に出品され、そのカタログにはべネディットの指示通りに「松
方氏所蔵」と明記されたが、ここでの45点の出品作品中10点以上の作品を
日本人のコレクターが所蔵していた事実：；6は、観衆にも強い印象を7えたと
思われる．翌22年の美術雑誌にはこの「松ノ∫コレクション」のことが取りヒげ
られ、1｜本にフランス美術を中心とした美術館を建設しようとしている大コレ
クターとして、松方が肖像画付きで紹介されると同時に、その指導者として
レオンス・ベネディットの活躍が記されている：1ア。また、1924年、パヴィヨン・
ド・マルサンにおける芸術装飾協会のドニの大規模な回顧展にも、松ノ∫コレ
クションの作品が4点出品されている：；sが、その出品はドニ自身がベネディッ
トに依頼したことにより実現したものであることがわかった（資料17）．ベネデ
ィットは、ドニの回顧展成功を自分にとっても喜ばしいことだと述べ、怜作
品」を、特に松ノ∫の許可を得ることもなく貸し出している。さらにこれらの松
方コレクションの作品は、1924年のヴェネツィア・ビエンナーレにも出品される：IY
が、これはカタログにも記載されている通り、ベネディットがこの展覧会の組
織委員として関わっていたことと無関係ではない’1°，
　このように国内外でのドニの紹介において松方コレクションの作品が使用
された理由としては、ベネディットが作品を貸し出す権限を有していたことが
考えられる。松方コレクションのロダン作品についても、間接的な状況から、
松方とべネディットの間の契約には、外部の展覧会に対する作品貸し出しに
際し松方コレクションの作品を正式に利用できるとした条項が含まれていたと
考えられている’llが、このドニの作品の貸し出し状況もその事実と矛盾しな
いものだと言えるだろう。
本論考で紹介する資料を通じて、松ノiコレクションのドニ作品購入における
レオンス・ベネディットの役割を考察した時、松方に対する彼の助言の影響力
と、彼の人脈と仲介によってはじめて作品購入が実現した事実が明らかに
なったと同時に、この日本人コレクターの経済力とその収集活動が、ドニ自
身やドリュエ画廊、そしてベネディットのフランス美術の普及という活動にとっ
ても小さからぬ位置を占めていたことが言える。資料からも明らかなように、
松方の美術館建設がフランス美術の普及と言うベネディットの「1的と．一・致し
得たことや、モーリス・ドニという画家が、とりわけ積極的に画廊や美術界の
人間と関わり、展覧会組織や作品の普及に熱心であったこと、またドリュエ
画廊という強力な仲介・宣伝拠点が日本を含む外国人コレクターに対して開
かれた市場であったこと、さらには、1910年代から徐々に日本人がドニを訪
れ、国内でもドニ紹介が行われていたこと等、様々な政治的意図や経済的
要因、時代の要請により、ドニの作品が日本人コレクター松方幸次郎に所蔵
されることとなったと言える。しかしまた同時に西洋絵画を日本に紹介すると
いう松方の強い意志と、ベネディットの画家や画廊への働きかけという精力
的な活動なしには作品収集が実現し得なかったことは、これらの書簡からう
かがい知れる通りである、その点においてベネディットは確かにドニと松方幸
次郎、そしてドニと日本を繋ぐひとつの架け橋となり、その役割を果たしたと
言えるだろう。また、本論考における紹介資料によりこれまで詳細な検討が
されなかった西洋美術館所蔵のドニの作品購入経緯について明らかになっ
た事実は、ドニ以外の松方コレクションの購入経緯と少なからず共通点を持
つものであり、その全貌究明の…端を掴うものであると考える，
資料
1、ベネディットからドニ宛　「909年7月13日付
現在1：ll行中の19世紀絵画の傑作についての川版をフラマリオン氏から引き受けていました、私
はその叩であなたのページを用意し、《プシュケの誘拐》の複製を載せ白分の務めを1たした
だけです．．
2．ベネディットからドニ宛　「911年4月5日付
あなたの親しい文化担当大臣のために非常に快い仕事をしています．デュジャルダン・ボーメス
氏は〔中略）あなたのために一室確保するという私の提案を大変快く受け入れてドさいました
彼からこの問題についてあなたの合意を得るよう言われています．
3．ドニからベネディット宛　1911年4月6日付
デュジャルダン・ボーメス氏にかわってのご提案を大変嬉しく思います．あなたの役割がささやか
な仲介役をはるかに超えたものであること、そしてあなたこそがその計画の指導者で提唱者で
あることを知らないわけではありません
4，ベネディットからドニ宛、日付なし
我々の展示室にもあなたの絵画を人れる機会を長い間狙っているのです．（1略）ゲントではあな
たの送った作品を存分に楽しみました　特に「9月の夕べ」と題されたものです　私は思ったの
です一そして繰り返し思うのです一これはリュクサンブール美術館に置くのにとても素晴らしい絵
画だと　それはn∫能でしょうか
5ドニからベネティット宛、1913年1］月10日
ドリュエが美術愛好家達の間でも（ドニ0）絵画を）擁護しています．CC　9月の夕べtlについても同
様でドリュエが私から購入したものです　（中略）お望みでしたら彼に紹介しましょうか
6．松方幸次郎からベネディット宛　1920年9月1日付
あなたがモーリス・ドニ氏から作品2点の約束を取り付けてくれたことを非常に喜ばしく思います、
7，松方幸次郎からベネディット宛　1920年11月4日付
モーリス・ドニ氏の良い絵画を得るのは難しいことだとよくわかっています、、この現代の巨匠の作
品ユ点を我々が得ようとするのなら、それはあなたが私のためにして．ドさる絶え間ない努力のお
かげによってしか為し得ないことを理解しています、仲略）ドニ氏があなたに私のための2点の
作品を約束されたことをお聞きして大変嬉しく思っておりますtこのフランスの芸術家は、あなた
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の影響により、私がこの極東でフランスの芸術を紹介するという強い熱意を持って作品を展示す
る助けになります
8，松方幸次郎からベネディット宛　1921年3月28日付
ご親切に計画してドさっている通り、どうかドニ氏とのr筈を整えてください＝（中略）私の甥が
モネ氏と約束を取り付け、既に5点の絵を選んであると思います。私は5月6日か7日くらいには
ニューヨークに行き、パリには6月の早い時点で行っていたいと思っていますので、その時にあ
なたと・緒にそれらの絵画や彫刻全てをド見したいと思います。
9．ベネディットからドニ宛　1921年6月29日付
松方氏は金曜にあなたに会えないことを非常に残念がoておりますが、7月14日の金曜夜8時に、
ヴェストンのカンボン通り16番地にあるレストラン「Voisil1」での彼との夕食に来て頂ける事を望ん
でおります　1中略）松方氏は私がベルネームのところで見つけたあなたの絵を購人しました
白い服を着た背の高い若い女達の大きな絵です．．今日私はドリュエのところに行きあなたの絵
を4枚確保しておきました＝もしあなたが我々に！1せる絵をお持ちでしたら、我々はサンジェル
マンに伺ってもよろしいでしょうか，
10．ドニからベネディット宛　日付なし
モーリス・ドニは、明日月曜予定があるため、レオンス・ベネディット氏のご親切なご招待をお受
けして伺うことができません，松方幸次郎氏にもよろしくお伝え．ドさい。
1「．ベネディットからドニ宛　1921年11月11日付
松方氏と黒木氏の名前をあなたのカタログに載せてドさい、（中略）あなたから購入した絵画お
よび素描の支払いは私がさせます，それについては、素描を1枚別にしておいていただき、東
京の美術館をうらやましく思っているリュクサンブール遼術館のために他の何枚かを選んでいた
だきたかったことを忘れないで下さい・私には、少しですが向．hに出来るお金が4000フランあり
ます　それ相応に私にちょっとしたf’F品・式を作っていただけませんでしょうか
12．ドリュエからベネディット宛　1921年12月10日付
モーリス・ドニ展が終了したところで、松方氏が私及びモーリス・ドニのところで購入した絵画に
ついての指示をお願いしたく存じます．モーリス・ドニの希望に従い、全絵画の写真を撮影しま
したので、1．1　i・　j＊あなたが望む時にロダン美術館に運ばせることができます。あなたが黒木氏に
モーリス・ドニから購人させた2枚の絵画もこれと’緒に送る必要がありますでしょうか．、
13．ドリュエからベネディット宛　1921年12月13日付
ロダン）こ術館に運ばれた、松方幸次郎氏所蔵の絵画作品目録
　　ドリュエJJ人から購入した絵画
　　9562Maurice　I）enis　Plage　au　Canot　（水浴）
9564
9566
9570
7841
9072
9263
9266
9438
8745
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　51
d Sainte－Catherine　de　Sienne　（シエナ∂）聖カテリーナ｝
San　Domenico．　Sienne　iサン・ドメニコ聖堂、シエナ）
Vag．　que　de　la　Villa　Mc：dicis　（ヴでラ・メディチの噴水〕
Terrag．　se　a　Tonquedec　（トンケデックのテラス）
Procession　a　Fou1’queux　　（フォルコーの行列）
Les　Rochers　noirs　　（黒い岩礁）
Aco　6crivant　（字をit｝；くアコ）
Eglise　de　1．a　Clartd　（ラ・クラルテの教会）
Petite　Plage　aux　Hol－tensias．　（紫陽花の浜辺）
Rosmapamon　（ロスマパモン｝
La　jeune　mere（　2ti・い母）
モーリス・ドニから購入した絵画
Maurice　1）enis
Maurice　1）enis
Constantine　〔コンスタンティーヌ、アルジェリア）
Cloitre　Saint－Laut’ent　（ローマ、サン・ロレンツォ聖堂の回廊）
Cimetiさre　El　Ketar　（エル・ケーテル0）墓地）
Quattre　Torri　（クァトロ・1・ル1」城、シエナ）
Le　GoOter　（おやつ）
素描20点
Saidi　Bou　Said，Girgrenti：黒木氏購人
で㍉汁：糸会【山129ノな、　素才苗20，↓：工
14．ベネディットからドニ宛　1921年12月21日付
昨llロンドンに発った黒木氏の命で、あなたから私が購人した絵画の代金として小切手で18000
フランお送りします
15．ベネディット宛、差出人不明（ドリュエ＞1921年12月27日付
松方氏が購人しロダン美術館に預けた作品をお知らせします　委託の証明書も同封
　　〔略）以ヒ合ll｜’136000フラン　お送りいただければ糧ξです．
　　Mau　rice　Dneig．
　　Le　Go白ter（おやつ＞10．OOOフラン
　　1．e　Cimetiさre　de　El　Ketar（エル・ケーテルの墓地）8000フラン
　　St　Laurent　hors　les　lnurs（ローマ、サン・ロレンツオ聖堂の回廊）8000フラン
　　Constantine　（コンスタンティーヌ、アルジェリア）8000フラン
　　Quattro　Torri（クァトロ・トルリ城、シエナ）5000フラン
　　素描20，1は　20．〔〕00フラン
　　合計59．000フラン
16．鈴木商会からベネディット宛　1921年12月29日付
あなたからの2711付のお手紙を受け取りました　松方氏が支払う136000フラン分の絵画等を購
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入していただ’きお礼ll．］し．ヒげます　ここにあなたの借用明刹1支払いの136000フラン分の小L）J　r・
を同封しますので至急領収書をお送り．．ドさい，
17．ドニからベネディット宛　1924年2月9日付
おそらくご存知とは思いますが、この4・5月に、パヴィヨン・ド・マルサンにて私の作品全体の展覧
会を行います　．1中略）我々があなたから、すなわちYJ・術館所蔵の絵1由i及び素描、あるいは松
方氏所蔵の絵画をお借りできるかどうかお尋ねしたいのです．
18．ベネディットからドニ宛　1924年2月13日付
あなたの作品全体が名声を得ることは皆にとって本当に喜ばしいことですし、私にとってそれは
いっそうの喜びです、従って松方コレクションからと同様リュクサンブールk術館からも、全作品
をあなたに自山に使っていただけるようにしましょう．
（資料原文）
1．Leonce　B6n6dite　a　Maurlce　Denis，　Parls、13ju川e村909
J’ai　6t6　charge　pour　M．　Flammarion　d’une　publication　aujourd’hui　eiユcours，　sur］es　chef－
d’oeuvres　de　la　peinture　au　XD（e　siさcle．　Je　n’ai　fait　que　mon　devoir　en　vous　y　r6selvant　une
place　et　en　y　reproduisant　rEn1÷vement　de　Psych（）．
2．Leonce　Benさdite白Maurice　Denis，　Paris，5avri川911
Je　suis　chargで　p皿r　M．　le　sous－secretaire　d’Etat　deg．　Beaux－Arts　prさs　de　vous　d’　une　mission
qui　ln’est　infiniment　aglでable．M．　Dujardin－Beaumetz（＿）abien　voulu　accepter　trさs　gl・ξ卜
cieusement　ma　proposition　de　v《）us　r6server　une　salle．　Il　m　a　charg6　de　m’entendre　avec
　　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　コvous　a　ce　SUJet
3．Maurice　Denis白LOonce　Be∩6dite，　St．　Germain　6　avri「1911
Je　suis　trさs　fiattCi　de　la　proposition　que　vous　me　soumis　de　la　part　de　M，1）ujardin－Beaumetz．
Je　n’ignore　pas　d’ailleurs　que　votre　r61e　dでPasse　de　beaucoup　celui　de　ni　odes．　te
interm6diaire　et　que　c▼est　voug．　qui　avez　6t6　1’　initiateur　et　1’　inspirateur　de　ce　projet．
4．L60nce　B6nedlte白Maurice　Denls，　Paris，　s．d．
（＿）il　y　a　longtemps　que　je　guette　roccation　de　faire　entrer　une　de　vos　peintures　dans　Ilos
salles　nlさmes．（＿）．J’ai　beaucoup　gout6　a　Gant　vos　envois　et　particuliさrement　celui　qui　a　titre
；Soir　de　seplembre．　Je　me　suis　dit－et　je　me　dis　ellcore－ce　serait　ull　dencieux　morceau　de
peinture　h　mettre　au　Luxembourg　Inais　serait－ce　possible？
5．Maurice　Denis　a　L60nce　Benedite，　Saint　Germain　en　Laye，11novembre　1913
（＿）Druet　qui　les　d6fend　ensllite　entre　les　amateurs．　Cest　le　cas　du“Soir　de　Septembre・・．
toile　qu’il　m’a　achetee（＿）．Voulez　vous　donc　volls　mettre　en　rapport　avc・c　lui？
6．Matsukata　Kojiro　to　Leo∩ce　B6nedite，　September　l　st　1920
1am　also　vely　glad　that　you　have　secured　M．　Mau1’ice　I）enis’s　prolnise　f〈）r　2　pictures，
7．Matsukata　Kojiro　to　LOonce　B6nOdite，　November　l　l　th　1920
1am刷y　awal・e　of　dithculties　to　obtain　good　pictui’es　by　MauHce　Denis，　and　I　know　if　I　were
going　to　have　one　of　this　inodern　master’s、　it　was　only　successful　through　your　unthring
efforts　f（）r　me（．．．）．Iam　very　glad　to　hear　that　M□）enis　has　promise〔l　you　two　pictures　for
me，　and　how　glad　I　aln　feeling．11ie　French　artist　helps　me　lhrough　your　illfluellce，　to　exhibit
their　work　with　ardent　desire　to　show　the　French　arts　ill　the　Far　East，
8．Matsukata　Kojiro　to　Leonce　B6nedite，　Kobe，　March　28th，1921
Please　arrange　with　M．　Denis　as　you　kindly　lntend（＿）．1　am　thinking　that　my　iユephew　has
made　arrangements　with　M．　Monet　and　already　selecte｛1　five　pictureg．．1am　now　hoping　to　be
in　New　York　oll　or　about　the　6tll　or　7　th　May　and　lo　be　in　Paris　some　tilllCi　early　in　June、
when　I　hope　to　go　over　those　aU　pictures　and　sculptures　with　you。
9，Leonce　Benedite白Maurice　Denis，　Paris，29　juin　1921
M．Matsukata　a　beaucoup　regrette　de　ne　pas　vous　voir　vendredi、　Illais　il　espere　que　vous
voud1・ez　biell　lui　faire　le　plaisir　de　venir　diner　avec　lui　Vendredi・soir　14juillet，　th　8h，　restaurant
Voisin，16　rue　Cambon、en　Veston（＿）．　M．　Mats　ukata　a　achet6　un　de　vos　tableaux　que　je
trouvait　chez　Bernheim，　de　grandes　jeunes　filles　vetuをs　de　blanc，　en　hauteur．　Je　suis　allさ
chez　Druet　aujourd’hui　et　j’ai　mis　quatre　toiles　de　vous　de　c6t6．　Pourrions－nous　aller　vous
voir　a　St　Gerinain　si　vous　avez　de　la　peinture　b　Ilous　montrer？
1αMaurice　DenisきLeonce　Benedite，　Saint　Germain　en　Laye，　s．d．
Maurice　Denis　est　dans　1’imposs．　ibilit6　de　se　rendre　libre　demain　lundi　et　s’est　excusで　de　ne
pouvoir　accepter　1’aimable　invitation　de　M，　L（ionce　B（’nedite．　Je｜ui　adresse，　ainsi　que　il　M，
K（）jiro　Mattikata　les　compliments　leg．　meilleurs，
11，L60nce　Benedite白M∂urice　Denis。　Paris，11novembre　1921
Faites　figurer　les　noms　de　M．M．　Matsukata　et　Kuroki　sur　votre　catalogue（＿），Je　vais　t’aire
r691er　vos　achats，　peintures　et　dessins．　A　ce　propos，　je　voudrais　vous　rappeler　que．　en　vous
priant　de　meltre　un　dessin　de　c6t《｝，　je　souhaitais　que　vous　en　choisissiez　quelques　autres，　k・
tout　a　destinations　du　Luxemboui’g　qui　est　jaloux　du　musee　de　Tokio．　J「ai　ulle　petite　solm〕1e
de　4000　francs　h　nla　dispositi《）n．　Voudriez－vous　avoir　l’obligeance　de　me　constituer　un　I）elil
lot　en　cons《5qtience．
12，Eugene　Druet　8　L的nce　B6n6dite，10d白cembre　1921
L’Expos．　ition　de　Maurice　Denis　eltant　termin6e，　je　vieng．　vous　demander　des　instructions　en
ce　qui　concerne　les　tableaux　que　In’a　achet6s　M．　Matsukata　et　ceux　qu’il　a　achet台s　chez
Maurice　I）enis（＿）．　Sし1ivant　le　d6sir　de　Maurice　Denis，ゴai　fait　photographies　tous　ses
tableaux　et　je　suis　dさs　maintenac　nt　a　m合me　de　les　faire　porter　quand　vous　voudrez　au　MusC・e
Rodin．　Doisje　joindre　a　cet　envoi　les　2　tableaux　qし1e　vous　avez　fait　acheter　a　Mr　Kuroki　chez
MaUrice　Denis　P
13，Eug■ne　Druet　b　L白once　Benedite，13d紅embre　1921
LISTE　des　Tableaux　appartenant　ii　Mr　K．　Mats　ukata　livr6s　ce　jour　au　Mus（ae　RODIN（．．．）
14．Maurice　Denis　a　LOonce　Benedlte，　Saint　Germain　en　Laye，21d6cembre　192］
Je　suis　charg⑪our　M．Kuroki．　qui　est　parti　hier　pour　Londres，　de　vous　adresser　le　cheque　de
18，000　frans　en　paiement　des　tableaux，qu’il　vous　a　achet合s．
15．〔Eug白ne　Druet｝aLeonce　Benedite，27　decembre　1921
J’ai］’honneur　de　se　faire　connaitre　qu’il　a　6t6　aquis　par　M、　Mastukata　lui－m6me　et　pour　son
compte，（．．．）et　je　vous　envoi　c．i－inclus　un　certhicat　de　dep6t，　Ce　sont（．．．）
Tout　au　Total　136000　f　que　je　vous　serais　oblig（）de　me　faire　parvenir．
16．SUZUKI＆Co白Leonce　Ben6dite，29　dOcembre　1921
We　beg　to　acknowledge　receipt　ot’　your　favour　dated　27　th　i皿st．．　and　note　with　thanks　that
you　have　purchased　for　account　of　Mr．　K　Matsukala　pictures，　etc．，　to　the　amount　of　FI’cs．
136000．We　beg　to　enclose　hel’ewith　Demand　Draft　for　Fi’cs．136000　in　payment　of　your　Debit
Note，　and　g．　hall　be　pleased　to　be　favoured　with　your　receipt　by　return　o’f　post．
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17．Maur口Denis　a　Leonce　Benedite，　Saint　Germa｜n　en　Laye，9fevrjer　1924
Peut’－6tre　savez　vous　qu’on　organise　en　Avril－Mai　au　Pavillon（le　Marsan、　une　exposition
totale　de　mon　eeuvre（＿）．Je　voudrais　vous　demander　ce　que　nous　pouvent　esp（・rer　obtenir
de　vous．　parmi　les　toiles　et　dessins　du　Musee．　et　aussi　parmi　les　tableaux　apl）artenant　a
Matsukata．
18．Leon　ce　B6nedire自Maurice　Denis，　Paris，13fevrier　1924
V（⊃us　pensez　que　ce　sera　une　fete　pour　tous　et　une　fete　particuliさrement　pour　moi　de　voix
r〈’ussie　votre（euvre（renselnble．　Je　tiens〔lonc　tout　a　votre　disil）osition　aussi　bien　provenant
du　Luxembourg　que　de　la　collection　Matsukata．
謝辞
今lnlの調査にあたり、ド記の機関、方々にご協力いただいたことをここに感謝中しヒげます．
Bibliotheque　centrale　des　mus6es　llati（）naux，　Mus6e　Departemental　Maurice　I．）enis・〈Le
Prieure・・，　Mus6e　Rodin，国立西洋美術館，　Claire　Denis，　Marie　EI　Ca’idi，大屋．）こ那，　H61さne
Pinet，田中正JZ．　lsabelle　Vazelle
lllミh‘晒洋美術館が所1歳する油彩20点、素描19点、計39点のドニの作品中、
ノ∫コレクションに山来しない4点については扱わないこととする
2松方の渡欧時期については以ド参照．
1－Museum』394号、1984年、34頁．
イ㍉論考では松
湊典∫一「松．方幸次郎とその美術館構想について（．．．L力
：1旧松方コレクションのドニf乍品については以下を参照．神1川泣．博物館編1松ノiコレクション
西洋）こ術総〔録．．二｛公方コレクション展」実行委員会、神戸市、：’1博物館、1990年
1レオンス・ベネディットの活動については以ド文献参照．1．a　Promenade　dtt　critique励舵艀，
Antl・iologie　de　la　critique　d’art　ell　Fraitce　1850－1900，1extes　rでullis　par　Jean－Paul　Bouillon、
Nicole　Dubreuil－Blondin，　Aiitoinette　Ehrar（L　Constance　Naubert－Riser，1990，　p．408；Anne
Pingeoし“Roidn　all　musでe　du　Luxeinbotirgr”、　ha　revlte　dtt　inttse’e　d’Orsay，　n．　ILaut《）mne　2000，
P．65㊨
5Ma面ce　Denis．，／oun・～a～，　Paris、　La　C《）lombe，　LI（1884－1904）．t，ll（19051920）eU．田（1921－
1943），1959．
t；ドニ芙術館所1蔵ベネディ・ソトからドニ宛1907年11．］14Hf・」’i，ll二簡参照
τ　Ikonce　B（｝nedite．　LαPeint～tre　a～’XIXe　si～｝c～e，ゴbργ～∫／ρ∫c／lefs－〔i’a7uvres　des〃～aitres　et／es
〃～eil～ρ～trs・tab／蜘κ〔∫ε∫励～cipattx　artistes，　1）aris　，　Flammarion．1909．
Sこの作品は現在エルミタージュ）さ術館に所蔵される＼ブシコ，ケの物語）．の・場加で、ロシアの
コレクターであるイワン・モロゾフの注文により1908年に制作され、同年のサロンに出品された・
以ド参照　Mat｛rice　I）enis，　Musee　d’Orsay，2006；M【mtrC・a｜、　M11託e　des　Beaux－AI・ts　de
Montrでal；Rovereto，　Musm　di　Arte　Modema、2007、　pp．26（ト274．
yTABARANT．“Imcollection　Matsukata”，　le　Btt〃etin　de　la　vie　attistique，15dtXeembrc・’1922，
p．565．大屋．美那「松ノ∫コレクションのロダン彫刻に関する調在服；｝「－1937年から1948年までの作
1‘tL‘【保管リストと1．iil　Lソ西洋）こ術館所蔵の《エヴァ》の鋳造について」『国立西洋美術6f｛紀要．INo．4、
2000年、37頁、注3、クリスティナ・ビュレイ・ユリブ「松方とロダン）ミ術館：あるコレクションをめぐる
災厄．」1，1ロダンとLl本展．：静岡県立美術館、愛知県、k美術館、2001年、187頁．
1“クリスティナ・ビュレイ・ユリプ、前掲、188頁、1919年111117日伺’ベネディットから松ノitr：r次郎
宛，1｛：簡［ルーヴル美術貝1｛資料室）参照　また松方の美術品収集におけるベネディットの働きにつ
いては以ドも参照　矢代幸雄「松方・71次郎．」「芸術新潮］1955fl三1月
11‘このような松ノiの認識はドニが1910年代前’トから日本の）ミ術雑誌．等で頻繁に取りヒげられ、
作品図版が掲載されるようになっていた状況と無関係ではない　ドニ及びナビ派の画家のH本
での受容については以ド参照　1ナビ派とllイs展二新潟県立近代美術館、2000年、：モーリス・
ドニ展lr音中市．美術∬；他、2003年．
12　・例として松方がムンクと直接交渉を求めた背景について以ドを参照．＝伊藤富遼」叶松方
・ll1：次郎とエドヴァルド・ムンク」．国、フ：西洋）日’1『館研究紀要！No．10、2006年、42－43頁　The
American　Art／vews．　Vol．　XX．　No．15．January　21、1922．
11；少なくともモーリス・ドニの息子は面識があったと証言している　ドミニク・モーリス・ドニ「父モ
ー リス・ドニとその友人たちの思い出一．モーリス・ドニ展』国、‘元西洋）ミ術館、1981年．
111920．年に同じくヨーロッパで絵画］1メ集をし、大原美術館のコレクションの基礎を築いた児島
虎次郎のH記からは、10月に彼がドニを訪問した際、．一・．U，は他の客が．来ていて面会できず、2
度目に訪問した時も「アトリエに作品ほとんどなし　やっと．t／．波》を買う」という状態であったことが
記されている．松ll！杵1【｝∫・、時任英人1児島虎次郎1山陽瀞1聞社、1999《F、131頁　児島虎次郎
については以ド参1！（｛　｛公1刊智・j「一　r児£5虎：欠郎研究：中央公，論庭術tli｝版、2004年
15ドニが所有していたドリュエの写真アルバム参照（モーリス・ドニ）き術館資料釣り「蔵．何れも
発行年不明）　Catalθgue　des　Phetographies　d’ceervres　d’αカ，ργ0τε在s　E，　Druet，　Peintures　et
SculPtures　Anciennes　et　Modernes，Galerie　E．　Druet；Catα／ogue万μs’ヅdes　PhotograPhies　de
’αCoUeetion　Drttet，　Peintttres　et　SculPtttres　Anciennes　et　Modernes，500　reProdttetions，
Librairie　de　France，
1↓～Expositionルlat〃’ice　l）enis、　prさf三lce　d’Andre　Gide、　Galerie　Druet，22　novembre　au　10
d6cenlbre　1904．
．1711903－38年の問のドリュエ画廊での展覧会については、以ド文献参照。Berllard　Crochet，
Histoire　de　la　Galerie　Druet　et　de　ses　archit，res　PhotograPhiOues、　M6moire　de　1”Ecole（lu　IK）uvre，
34
1971，pp．171－204．モーリス・ドニ美術館が所蔵する以ドカタログも参照t／Maurice　Denis，　Galerie
Druet，1908：1918；1921；1924：1929．　ExpositioTi　annuette　lergroupe．　Galerie　E．　Druet，1911
；1912；1913；1921；1923；1924；1925；1926．
lsドリュエ画廊の活動については以ドを参照　Jean－Claude　GCIineau，“Eugbne　Druet，
Marchand　de　tableaux　parisien　au　d6but　du　XXe　siさcle”，　Bulletin　de　la　socie’tti　historiqere　et
archeotogie　de　l’Orne，　n．3，2003，　pp．532；Bemard　Crochet，　op．cit，　pp．10－86；Ezagbne　1）ntet
（1868－1916），PhotograPhe　d’art，　marchand∂ご駕〃γε∫∂毎πet　ses　amis　artistes，　exposition　du
ler　mars　au　30　mai　1993，　Musさe　D6partemental　Maurice　Denis　・・　Pri6ure・・．またドリュエによる
ドニの家族写真について以下参照。Nathalie　Bondil，“Maurice　Denis　Photographe，　L’oeil
mange　la　tete”、　Maurice　［）en　is，　Musee　d’Orsay，2006，　pp．73－77．
」gExPosition　uniりerse～／e　et　inter〃ationa～ρばe　Ga〃∂．1913．
：LO《9月のタベ、は、1911年にドニが制作した油彩で、同年サロン・ナショナルに出品され、
1914年にドリュエにより7000フランで購人されたものである、来歴については以ド参照
Mα2イ在¢Dεκis，　Musee　d’Orsay，2006，　p．222．
：Ul1この時ベルネーム画廊で購入した作品は、書簡中「白い服を着た背の高い若い女達の大き
な絵」という記述から、国立西洋美術館所蔵《踊る女たち》［6g．5〕ではないかと推定できる　松
方コレクションの作品17点中、この作品のみがドリュエ画廊での購入記録がない
：22‘Maurice　Den　is，　Galerie　E．　Druet，　du　21　novembre　au　2　decembre　192　L
：L・：1ベネディットは併せて黒木三次購入作品についても所蔵者名を人れるよう指示している　黒
木所蔵はGirgenti、　Sidi　Bou　Saidの2点で、いずれも1921年制作、ベネディットの仲介で購人さ
れロダン美術館に運ばれたが現在は所蔵先不明、書簡資料13参照
12・1ドリュエによる松方コレクションのドニの作品写真は、現在パリ国立図書館に所蔵されており、
黒木三次ほか日本人コレクターの収集占了1写真も含まれている、〔Euvre　de　Maurice　Dellis，　pho－
tographies　par　Eugさne　Druet．12　vol．，　Bibiliotheque　Nationale．
［25］購入作品の原題、制作年、及び展覧会出品歴等についてはAppendix：国立西洋美術館所
蔵　松方コレクションドニ作品購入に関するリスト参照。
．2ti．前者は画廊の所有となっていたものを購入、後者はドリュエの仲介のもと画家自身が所有
あるいはドリュエに委託していたものを購入し支払いはドニに対して直接行われたことを示す
ウージェーヌ・ドリュエは1916年に没し夫人が経営の後を継いでいた
27．作品の額縁裏［fig．61には資料に記されたものと同じ作品番号「9564」が残されている
2S」《サン・ドメニコ聖堂、シエナ》も《シエナの聖カテリーナ♪とともに、1920年から21年にかけて
行ったイタリア旅行の思い出として描かれたものである、2点ともドニが1933年に1二IJ行した、イタ
リアの旅行記かつ芸術論の集大成である『イタリアの魅力と教訓」の挿絵として用いられている
Maurice　Denis，Charmes　et　leζons　de　1’ltaile，　Paris，　Librai｜’ie　Annancl　Colin，1933．ドニのイタリ
ア旅行については以卜参照、Catherina　Zappina，　Maurice　1）enis　e　l7tatia，　／ourna／，　carteggi，
carnets，　Universith　di　Perugia、2001．
．2”ヴィラ・メディチの噴水は、ドニが1898年にアンドレ・ジイドとともにローマで訪れそこにイタリア
の魅力を見出した象徴的な場・所で、その後も繰り返し描いた．1921年のローマ滞在の際訪れ
描いたのがこの作品である。《シエナの聖カテリーナ♪、《コンスタンティーヌ、アルジェリηとと
もに、この《ヴィラ・メディチの噴水》は1921年夏、ドリュエ画廊での個展に先・ン：ってドニのイタリ
ア旅行を取りヒげた美術雑誌記罫に図版が掲載されている，以ド参貝．“M。Maurice　I）enis
en　ltalie”，　le　Bulletin　de　la　Vie　artistique，　ler　aoat　1921，　pp．416419．なおヴィラ・メディチの噴水
を描いた芸術家と作品については以下を参照　Vasqtte　de　Rome，　Ombrages　de　Picardie：
Hommage　de　1’Oise　d　Corot，　Mus6e　departemental　de　1’Oise、1987；LαVasqtta　del　Pincio，　da
Corot　a　Maurice　1）enis，　Museo　Napoleonico，1988．
～e．日本語の作品名については全て国立西洋美術館所蔵品n録を参｝1（｛したが、こ∂）作品の｝三
題は、原題Les　Rochers　Noirs，　Perrosより、ベロス・ギレックの黒いフ｝礁の浜辺でありフランス海
外県レユニオン島のレ・ロッシュ・ノワールLes　Roches　Noiresの浜辺とは異なるため、ここでは作
品名を《レ・ロッシュ・ノワール》ではなく《黒い岩礁》とした．
：lt：現在は所蔵先不明　前掲『松方コレクション西洋美術総日録』、以Fの展覧会カタログ及び
元りsZて目録を参照．．　Maurice　Denis　et　la　Bretagne，　Maurice　1）enis　d　Perros－Gerirec，　Mus（’e
de　Morlaix，19．　85；Paris　Nouveau　I）rout，　mαrdi　18　mars　198614h30，　Ader　1’icard　Tajan、　n．45
：〈《Le　Go（iter　b’rrestrau”．
：llこの（クァトロ・トルリ城、シエナ“と’黒い岩礁》は制作年が特定されていなかったが、1921
年ドリュエ画廊での展覧会カタログから、前者が1921年、後者が1920年であると判明した。
Macrrice　l）en　is，　Galerie　E．　Druet，　du　21　novembre　au　2　dをcembre　1921，　n．31£s　roehers　noirs，
Perros（appartient　i　M．　Matsukata），1920；n．17　Quattro　Torri．　campagne　de　Sienne（appar－
tient　a　M．　Matsukata），1921，
：13：シャンゼリゼ劇場ヲ｛片装飾のための習作や’fフィレンツェの夕べM1910年、パリ、プティ・パ
レ美術館）のための習作などを含む20点素描のうち、現在18点が国、’ξII盲洋美術館所蔵となって
いるが、これらの主題等についてここでは検討しないこととする　素描を含む寄贈返還時の作
品タイトルについては以下文献中の作品リスト参照、．“Collection　Matsukata，ノo～’γ，2α～砺ε∫2J　de
la　republiquefranFaise”，19　d6cembre　1958，　p．11425．
「：14：その後、1924年に日本政府による新たな関税法施行の結果、美術品を含む贅沢1‘“llに10割
の税金がかかることになり、松方の収集品の日本への輸送は留保され、1959年の返還実現ま
でパリではロダン美術館に保管され続けることになった．パリに保管された作品総数について、
以下では388点と指摘されている　湊典子「松方コレクションのイギリス絵両」！神戸市制100周年
35
fig．5
fig．6
記念展　松方コレクション展』神戸市、1㌧博物館、1989年
：35i松方コレクションのフランス政府から日本政府への返還の経緯についてはここでは論じない
こととする．以ド参照t．「（特集記4r＞開館まで0）八年」r芸術新潮』1959年4月、132－7頁
「〈松方コレクション関係．者の話、松本喧治氏にきく」『国、：’：西洋美術館設置の状況　第．・巻一関
係者にきく一、11420頁　矢代幸雄、前掲、168．頁、大屋美那、前掲、2＆30頁．
［36、以下カタログには「松方氏所蔵」として9点、「黒木氏所蔵」として2点の作品名が掲載されて
いる・Macrrice　Denis，　Galerie　E．　Dniet，　du　21　novembre　au　2　d6cembre　1921，
：：17TABARANT、　op．cit．，　pp．564－567．
138‘Maurice　Denis，　Union　centrale　des　art　decoratifs，　Pavillon　de　Marsan、　du　l　l　avril　au　l　l
mai　1924，
．：3Y1これら4点は全て現在国立西洋美術負官に所蔵され、《ローマ、サン・ロレンツォ・聖堂の回廊c
の額縁裏にはビエンナーレに出品された際の印が残されている．出品作品については以「文
献．参｝！（tCa　tatogo　xrv」EsPosizione　internazionale　46πρdetta　citta　di　Vene2ia，1924，
4u：前掲カタログのフランス’パビリオリオンの項参照．　Commissari　ordinatori：L60nce
B6n6dite，　conservatore　del　Museo　nazionale　del　Lussemburgo．
141クリスティナ・ビュレイ・ユリブ、前掲、190頁、
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Maurice　Denis　and　Japan：Kojiro　Matsukata　and　L60nce　B6n6dite
An　introduction　of　provenance　materials　regarding　Denis　works　in
the　Matsukata　Collection，　NMWA
［Abstractl
Naoko　SugiYama
Today，　the　NMWA　collec目on　of　works　by　Maurice　Denis　includes　35　works
加ln　the　Matsukata　Collection（170il　paintings　and　18　drawings）that　were
purchased　by　K（りiro　Matsukata　in　the　early　1920s，　retained　in　France　by　the
French　government，　and　finally　returned　as　a　gift　to　the　NMWA　in　1959．
These　works　were　created　from　1910　through　the　early　1920s．　In　particular，
there　are　a　number　ofworks　on　themes　from　Denis’travels　to　North　Africa
and　Italy　in　1921．While　Matsukata　is　thought　to　have　collected　these　works
over　the　course　of　f卯rth　stay　in　Europe　from　April　1921　thr皿gh　the　fOllow－
ing　February，　up　until　now　the　details　of　that　acquisition　process　have　been
un㎞own．
　　　　Lさonce　B6n6dite，　who　was　the　director　of　the　Mus6e　du　Luxembourg
and　who　acted　as　Matsukata’s　onsite　purchasing　and　collection　representa－
tive，　influenced　the　fbrmation　ofthe　Matsukata　Collection　on　various加nts．
Letters　show　that　B壱n6dite　had　been　closely　connected　to　Denis　since　before
1910．The　Galerie　Druet　introduced　Denis　to　B6n6dite　when　the　Mus6e　du
Luxembourg　was　considering　acquisitions．　Later　B6n壱dite　purchased　paint－
ings　for　Matsukata　from　the　Galerie　Druet．　In　letters　exchanged　between
L冶once　B6n6dite　and　Matsukata　from　November　1920　through　the　following
year，　Leonce　B6n6dite　promised　to　buy　works　from　Denig．，and　in　line　with
Matsukata’s　wishes，　he　went　so　far　as　to　visit　the　artist　in　his　studio　for　such
discussions．　In　1921，　L60nce　B6n6dite　purchased　170il　paintings　and　20
drawings　by　Denis　for　Matsukata　through　the　Galerie　Druet　and　had　them
transported　to　the　Mus6e　Rodin　where　they　were　stored．　Letters　exchanged
between　the　Galerie　Druet　and　L60nce　B6n6dite　regarding　those　purchases
include　the　hst　ofworks　purchased，　their　prices，　and　even　payment　details．
SupPlementing　the　infOrmation　contained　in　the　Ie柱ers，　the　exhibition　cata－
logues　and　photograph　albums　of　works　handled　by　the　Galerie　Druet　reveal
the　process　by　which　the　paintings　purchased　for　the　Matsukata　Collection
by　L60nce　Bさn6dite　were　loaned　to　the　gallery　for　a　one－man　show　by　Denis，
thus　also　clarifying　the　importance　of　the　Matsukata　group　of　Denis　works　in
the　altist’s　overall　oeuvre．
　　　　The　letters　indicate　that　Matsukata　in　his　plans丘）r　building　an　art　muse－
um　shared　the　same　goals　as　L60nce　B6n6dite　regarding　the　dissemination
of　French　art，　and　that　Denis　himself　actively　utilized　the　Galerie　Druet　as　a
powe1血1　intermedialy．　Given　the　additional　fact　that　Denis　had　been　intro－
duced　and　favorably　evaluated　in　Japan　from　the　1910s　onwards，　it　is　clear
that　a　number　of　cl　ifferent　factors　influenced　the　fate　of　Denis’s　works　ill　the
possession　ofthe　Japanese　collector　Matsukata．　However，　at　the　same　time，
these　letters　further　clar晦that　without　the　fervent　activities　of　L60nce
B6n6dite　and　his　support　for　Matsukata’s　goal　ofbuilding　an　art　museum，
these　collection　activities　would　not　have　been　reahzed．
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